
2022年『９月定例会』一般質問に登壇。今回は２項目にわたり質問しました。

（質問趣旨）

２．「いわゆる霊感商法に係る県消費生活相談体制の強化について」

身体的虐待、心理的虐待は、子どもたちの心身に深い傷を負わせることになり、その後の人生
に大きな影響を与えることになります。法務省「令和３年版犯罪白書」によると、幼少期より受
けてきた虐待体験と青少年犯罪との関係も報告されています。また、虐待の世代連鎖も深刻な問
題と言えます。児童虐待をいかになくすか、大きな社会的課題といえます。
『児童虐待防止法』は、「児童虐待が児童の人権を著しく侵害し、その心身の成長及び人格の
形成に重大な影響を与えるとともに、将来の世代の育成にも懸念を及ぼすことから、児童虐待の
禁止、予防及び早期発見その他の児童虐待の防止に関する施策を促進し、もって児童の権利利益
の擁護に資する」ことを目的とし、国及び地方公共団体の責務とともに、警察など関係機関との
連携も明記されています。
虐待・虐待死をなくし、青少年を自死に追い込まない、少年犯罪を防止することは、
まさに行政の責務です。

https://haranaka.jp/gikai_question/202209_1.html?8

宗教や霊といった超自然的なものを利用し、人を心理的な不安に陥れ、商品を購入させたり、
あるいは祈祷を受けないと、自分や自分の家族にいかなる不幸がおよぶか分からないと信じさせ、
又は畏怖させ、消費者は相手の巧みな言動に誘導され、将来不安などを掻き立てられ、業者の言
うまま高額な商品を購入させられてしまう。いわゆる霊感商法です。高額なお金を出させる点で
は、開運商法、霊視商法とも、同じ手口と言えます。
今般、いわゆる霊感商法問題が大きく報道され、国民の注目が増すに伴い、「福岡
県消費生活センター」への相談が急増しています。今後、本県として、また「福岡県
消費生活センター」として、県民からの相談にどのように対応していくのか。

https://haranaka.jp/gikai_question/202209_2.html
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「決算特別委員会」委員として質問に立ちました。
福岡県の2021（令和３）年度決算を審議する「決算特別委員会」
が開催されました（9/30～10/12）。私は委員として、審議を尽
くしました。
今回、県警察へと、総括質疑で環境部・農林水産部へ質
問を行いました。質疑応答は下記のＵＲＬをご覧ください。

１．「青少年の再犯防止と県警察の対応について」

https://haranaka.jp/gikai_question/202210_2.html

２．「特定外来生物・ツマアカスズメバチ対策強化について」

https://haranaka.jp/gikai_question/202210_1.html

「2022年度９月補正予算」（第1次、第2次）を可決、成立しました。
１．「2022年度９月補正予算」（第1次）の概要

コロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急対策に取り組むとともに、コロナウイル

ス感染症対策、安全・安心の確保、地域活性化に必要な経費を計上するため、「2022年度

９月補正予算」（第1次）を県議会で審議後、可決・成立しました。

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/173200.pdf

２．「2022年度９月補正予算」（第2次）の概要
国の「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」を活用し、県民の生活・健康

を支える医療・福祉・教育などのサービスを提供する施設に対し、光熱費等の上昇分を支援

するため、「９月補正予算」（第２次）を県議会で審議後、可決・成立しました。

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/175159.pdf

※「2022年度当初予算」
福岡県「2022年度当初予算」は、国の経済対策を最大限活用した「2021年

度２月補正予算」と一体的に編成を行うとともに、これに「2021年度12月補正

予算」を合わせた16ヶ月予算となっています。

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/156047.pdf

※「2022年度６月補正予算」
国の総合緊急対策を活用し、「コロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊

急対策」、コロナウイルス感染症対策、地域活性化に必要な経費を計上。

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/165307.pdf

１．「北九州空港第２国際貨物上屋」が完成しました。
「北九州空港」の高まる航空貨物需要を着実に受け止め、

物定期便の増便や新規路線の誘致につなげるため、新たな
国際貨物上屋の増設整備を進めていましたが、本年９月、
整備が完了し、落成式を執り行いました。

２．西鉄天神大牟田線連続立体交差事業を推進しました。
福岡県は、大野城市内及び春日市内において約3.3ｋｍ区

間の鉄道施設を高架化する「西鉄天神大牟田線（春日原～下
大利）連続立体交差事業」を実施。既存道路12箇所において
踏切を除却、交差道路を９箇所新設し、合計21箇所で道路と
鉄道を立体交差化しました。なお、この区間の北側では、約
19ｋｍ区間で「雑餉隈駅付近連続立体交差事業」が実施、
合わせて約52ｋｍ区間の鉄道施設が同時に高架化されました。

「空港・交通インフラ調査特別委員会」委員長の職務に努めています。

「環境と人と動物のより良い関係づくり等福岡県におけるワンヘルスの実践促進に関する条例」
（2022年９月定例会）

「福岡県における議会関係ハラスメントを根絶するための条例」（2022年６月定例会）
「福岡県ワンヘルス推進基本条例」（2020年12月定例会）
［改正］「飲酒運転撲滅運動の推進に関する条例」（2020年６月定例会）
［改正］「観光王国九州とともに輝く福岡県観光振興条例」（2019年９月定例会）

〈 議員提案政策条例の制定を推進しました〉


